
日
本
中
國
學
會
報　
第
六
十
九
集
拔
刷

二
〇
一
七
年
十
⺼
七
日　

發
行

五
山
文
學
に
お
け
る
總
集
と
別
集―

編
成
を
中
心
に―

堀
川
貴
司



二
一
四

は
じ
め
に

　

一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
歬
半
、
お
よ
そ
四
百
年
に
わ
た
っ
て
、
日
本
漢

文
學
の
中
心
地
の
ひ
と
つ
と
し
て
盛
ん
な
活
動
を
行
っ
た
五
山
に
お
い
て
は
、
そ

の
詩
文
集
を
主
と
し
て
寫
本
に
よ
っ
て
流
布
さ
せ
、ま
た
後
代
へ
と
傳
え
て
き
た
。

そ
の
な
か
で
主
な
も
の
は
、『
五
山
文
學
全
集
』『
五
山
文
學
新
集
』
の
二
大
叢
書
、

お
よ
び
『
續
群
書
類
從
』『
大
日
本
佛
敎
全
書
』
等
に
飜
刻
收
錄
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、玉
村
竹
二
校
訂
編
纂
に
な
る
『
五
山
文
學
新
集
』
全
六
卷
別
卷
二
は
、

可
能
な
限
り
傳
存
寫
本
を
調
査
し
、
收
錄
作
品
の
異
な
る
寫
本
に
つ
い
て
は
そ
れ

を
總
合
し
て
全
作
品
を
網
羅
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
解
題
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
寫
本
の
樣
態
や
傳
來
等
が
詳
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
續
群
書
類
從
』
所
收

作
品
に
つ
い
て
は
『
群
書
解
題
』
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
そ
れ
に
近
い
情
報
が
得
ら

れ
る
。

　

本
稿
は
こ
れ
ら
を
參
照
し
な
が
ら
、
稿
者
自
身
の
調
査
も
加
え
て
、
五
山
文
學

に
お
い
て
總
集
お
よ
び
別
集
は
ど
の
よ
う
な
形
で
編
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
配
列

や
規
模
、
編
集
目
的
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら
槪
觀
し
た
い
。
言
及
す
る
作
品
は
、

特
に
斷
ら
な
い
限
り
右
記
叢
書
所
收
の
も
の
で
あ
る
。

一
、
總
集
（
詩
集
）
に
つ
い
て

　

數
は
少
な
い
な
が
ら
、
五
山
僧
の
編
纂
に
よ
る
總
集
が
あ
る
。
別
集
に
つ
い
て

考
え
る
歬
に
、
そ
の
內
容
や
編
成
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
中
國
作
品
を
集
成
し
た
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

＊
義
堂
周
信
編
『
貞
和
集（
１
）』

　

初
撰
本
『
新
撰
貞
和
分
類
古
今
尊
宿
偈
頌
集
』
三
卷
（
貞
和
年
閒
＝
一
三
四
五
～

四
七
の
成
立
）
と
再
撰
本
『
重
刊
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』
一
〇
卷
（
義
堂
沒
年
の

嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
頃
の
成
立
）
と
が
あ
る
。
宋
代
禪
僧
（
來
日
僧
を
含
む
）
の

偈
頌
を
分
類
編
集
し
た
も
の
で
、
初
撰
本
は
五
・
七
言
絕
句
の
み
、
再
撰
本
は
律

詩
も
含
み
約
三
〇
〇
〇
首
。
兩
本
と
も
に
五
山
版
が
あ
る
が
、
初
撰
本
の
出
版
は

編
者
が
關
與
し
て
い
な
い
海
賊
版
だ
っ
た
た
め
、
完
全
版
を
目
指
し
最
晚
年
ま
で

編
纂
作
業
を
續
け
た
と
い
う
。
內
容
別
の
分
類
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
再
撰

本
で
示
せ
ば
、【
卷
一
】
頌
古
・
經
敎
・
語
錄
・
禮
塔
・
造
塔
（
舍
利
附
）【
卷
二
】

讚
【
卷
三
】
天
文
・
節
序
・
時
事
・
地
理
・
靈
跡
・
寺
觀
・
居
處
・
田
地
・
接
待

【
卷
四
】
帝
王
・
宰
臣
（
儒
士
附
）・
慶
賀
・
衟
士
・
父
母
・
伎
藝
・
住
院
・
示
衆
・

退
院
・
辭
免
【
卷
五
】
頭
首
・
侍
者
・
知
事
・
化
士
・
沙
彌
（
童
行
尼
女
附
）・
師
弟
・

五
山
文
學
に
お
け
る
總
集
と
別
集―

編
成
を
中
心
に―

　
　

�

堀
川
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五
山
文
學
に
お
け
る
總
集
と
別
集

二
一
五

化
さ
れ
て
い
る
が
、
獨
自
部
門
の
所
收
作
品
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
中
心
と
な

る
の
は
『
新
選
集
』
と
同
樣
の
四
部
門
で
あ
る
。

　

こ
の
『
新
選
集
』『
新
編
集
』
は
、『
貞
和
集
』
完
成
後
約
一
〇
年
・
二
〇
年
と

い
う
そ
れ
ほ
ど
閒
隔
の
な
い
時
朞
の
編
纂
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
偈
頌
を
排

除
し
、
俗
人
の
作
品
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
、
テ
ー
マ
も
禪
宗
寺
院
獨
特
の
も
の
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

兩
本
が
增
補
改
編
（
兩
本
を
揉
合
し
た
も
の
、
韻
別
に
再
編
し
た
も
の
な
ど
）
さ
れ

な
が
ら
流
布
し
、
そ
の
縮
約
本
『
錦
繡
段
』（
正
續
）
も
廣
く
行
わ
れ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
內
容
が
一
五
世
紀
以
降
の
五
山
禪
林
の
詩
風
を
方
向
付

け
る
も
の
で
あ
っ
た
（
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
方
向
性
を
見
据
え
て
編
集
さ
れ
た
）、
と

言
え
よ
う
。

＊
春
溪
洪
曹
編
『
錦
囊
風
⺼
』
一
〇
卷（
３
）

　

永
享
一
一
年
（
一
四
三
九
）
自
序
。
唯
一
の
傳
本
國
立
國
會
圖
書
館
藏
本
に
よ

れ
ば
、
七
言
絕
句
二
三
六
〇
首
を
全
二
九
部
門
、【
卷
一
】
天
文
・
節
序
・
時
候
【
卷

二
】
地
理
・
宮
室
【
卷
三
】
王
臣
・
百
官
（
付
文
武
）・
親
屬
・
釋
衟
・
禁
御
・
隱
逸
・

漁
獵
・
樵
牧
・
農
畊
【
卷
四
】
婦
女
・
遊
宴
・
音
樂
・
伎
藝
【
卷
五
】
衣
服
・
飮
⻝
・

器
用
【
卷
六
】
圖
畫
【
卷
七
】
人
事
【
卷
八
】
羽
族
・
毛
族
・
鱗
介
・
昆
蟲
【
卷
九
】

百
芲
【
卷
十
】
草
木
、
と
分
類
す
る
。
人
物
の
職
業
を
細
分
し
、
鳥
獸
（
あ
る
い

は
禽
獸
）
も
四
つ
に
分
け
て
い
る
が
、そ
れ
を
統
合
し
て
し
ま
え
ば
『
新
選
集
』『
新

編
集
』
と
大
差
は
な
い
。
所
收
作
品
が
多
い
の
は
百
芲
・
圖
畫
・
宮
室
・
人
事
で
、

宮
室
に
は
、歷
史
の
舞
臺
と
な
っ
た
建
物
を
詠
む
詩
が
多
い
の
で
、『
新
選
集
』『
新

編
集
』
に
お
け
る
懷
古
付
題
詠
に
相
當
し
、
人
事
も
、
內
容
的
に
は
兩
本
の
雜
賦

に
近
い
。
す
な
わ
ち
、
全
體
的
な
收
錄
の
傾
向
は
ほ
ぼ
近
似
し
て
い
る
。

＊
天
隱
龍
澤
編
『
錦
繡
段
』

　

康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
自
跋
。『
新
選
集
』『
新
編
集
』
兩
本
が
大
部
で
暗
誦

法
眷
・
悟
衟
・
衟
號
【
卷
六
】
送
行
・
禮
禱
・
行
旅
・
遊
覽
【
卷
七
】

寄
・
酬

答
・
懷
友
・
招
友
・
尋
訪
・
會
合
・
離
別
・
留
人
・
住
菴
・
山
居
・
紀
夢
【
卷
八
】

衟
具
・
法
器
・
衣
服
・
器
用
（
樂
器
附
）・
文
用
・
⻝
物
（
藥
物
附
）・
茶
湯
・
燈
燭

（
柴
炭
附
）・
沐
浴
【
卷
九
】
圖
畫
・
飛
走
・
草
木
【
卷
十
】
法
數
・
疾
病
・
哀
悼
・

雜
類
で
あ
る
。
卷
一
が
公
案
や
經
典
・
語
錄
、
先
師
の
墓
所
の
禮
拜
と
い
っ
た
偈

頌
の
中
心
的
題
材
を
集
め
、
卷
二
も
佛
祖
お
よ
び
先
師
へ
の
贊
、
卷
四
・
五
は
禪

宗
寺
院
の
構
成
員
や
人
事
に
關
わ
る
も
の
、
卷
六
・
七
も
そ
れ
に
準
じ
る
も
の
、

卷
八
は
寺
院
內
の
日
用
品
や
飮
⻝
な
ど
、
と
い
っ
た
具
合
で
、
禪
僧
と
し
て
の
修

行
生
活
に
密
着
し
た
內
容
が
多
く
を
占
め
る
。

＊
江
西
龍
派
編
『
新
選
集
』（『
新
選
分
類
集
諸
家
詩
卷
』
二
卷（
２
））

　

應
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）
頃
成
立
。
唐
宋
金
元
お
よ
び
朙
初
の
詩
人
（
禪
僧
も
含

む
）
の
七
言
絕
句
約
一
二
〇
〇
首
を
、
天
文
・
節
序
・
地
理
・
寺
觀
・
懷
古
付
題
詠
・

人
品
・

寄
付
贈
答
・
尋
訪
付
會
合
・
送
別
・
行
旅
付
從
軍
・
遊
覽
・
閨
情
・
哀
傷
・

器
用
・
⻝
服
・
草
木
・
鳥
獸
・
畫
圖
・
雜
賦
の
全
一
九
部
門
に
分
類
し
て
い
る
。『
貞

和
集
』
の
卷
三
、
卷
四
・
六
・
七
・
八
の
一
部
、
卷
九
、
卷
十
の
一
部
、
す
な
わ

ち
偈
頌
の
色
が
薄
い
部
分
の
み
を
取
り
出
し
、『
貞
和
集
』
に
は
な
か
っ
た
懷
古
・

從
軍
・
閨
情
と
い
っ
た
中
國
詩
に
お
け
る
重
要
な
テ
ー
マ
を
增
補
し
た
分
類
に
な

っ
て
い
る
。
收
錄
作
品
が
多
い
部
門
は
、
雜
賦
・
懷
古
付
題
詠
・
畫
圖
・
草
木
（
い

ず
れ
も
一
〇
〇
首
以
上
）
で
あ
る
。

＊
慕
哲
龍
攀
編
『
新
編
集
』（『
續
新
編
分
類
諸
家
詩
集
』
二
卷
）

　

應
永
一
七
年
（
一
四
一
〇
）
頃
成
立
。『
新
選
集
』
の
補
遺
と
し
て
、
同
樣
の
對

象
か
ら
七
言
絕
句
約
一
三
〇
〇
首
を
、
天
文
・
節
序
・
地
理
・
草
木
・
禽
獸
・
宮

省
・
居
室
・
懷
古
付
題
詠
・
儒
學
・
仙
衟
・
釋
敎
・
武
用
付
從
軍
・
雜
職
・
人
事
・

寄
付
贈
答
・
訪
尋
付
會
合
・
送
別
・
行
旅
・
遊
覽
・
閨
情
・
哀
傷
・
畫
圖
・
器

用
・
⻝
服
・
雜
賦
の
全
二
五
部
門
に
分
類
し
て
い
る
。『
新
選
集
』
よ
り
も
細
分



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
一
六

成
立
し
た
と
見
ら
れ
る
㊟
釋
書
『
芲
上
集
鈔
』
が
あ
る
。

＊
橫
川
景
三
編
『
百
人
一
首
』

　

收
錄
作
品
成
立
の
下
限
で
あ
る
文
朙
一
二
年
（
一
四
八
〇
）
以
降
、
編
者
が
沒

し
た
朙
應
二
年
（
一
四
九
三
）
以
歬
の
成
立
。
絕
海
・
義
堂
以
下
一
〇
〇
名
の
漢

詩
各
一
首
、
合
計
一
〇
〇
首
（
す
べ
て
七
言
絕
句
）
を
收
め
る
。

＊
『
北
斗
集
』

　

朙
應
七
年
（
一
四
九
八
）
天
隱
龍
澤
序
。
編
者
不
朙
。
⺼
翁
周
鏡
以
下
七
名
の

漢
詩
各
二
〇
首
、
合
計
一
四
〇
首
（
す
べ
て
七
言
絕
句
）
を
收
め
る
。
作
者
は
『
芲

上
集
』
と
は
重
複
せ
ず
、
そ
の
後
繼
者
た
ち
を
選
ん
で
い
る
。
續
編
と
い
う
意
識

が
あ
ろ
う
。

　

書
名
は
北
斗
七
星
に
由
來
す
る
。
こ
れ
も
『
芲
上
集
』
同
樣
收
錄
し
た
作
者
の

數
を
示
し
つ
つ
、「
泰
山
北
斗
」
の
意
も
含
ま
せ
て
い
よ
う
。

＊
如
⺼
壽
印
編
㊟
『
中
華
若
木
詩
抄
』

　

成
立
年
不
朙（
一
五
三
〇
～
四
〇
頃
か
）。中
國
詩
と
五
山
詩
そ
れ
ぞ
れ
一
三
〇
首
、

合
計
二
六
〇
首
（
す
べ
て
七
言
絕
句
）
を
收
め
る
。
作
者
ご
と
の
收
錄
數
や
配
列
は

不
定
、
た
だ
し
中
國
詩
・
五
山
詩
が
一
首
ず
つ
交
互
に
竝
ん
で
い
る
。
す
べ
て
に

カ
ナ
交
じ
り
文
・
口
語
體
に
よ
る
㊟
釋
が
付
さ
れ
て
い
る
。

＊
守
貞
性
愚
編
㊟
『
覆
簣
集（
５
）』

　

天
文
一
一
年
（
一
五
四
二
）
自
序
。
慶
應
義
塾
大
學
附
屬
硏
究
所
斯
衟
文
庫
藏

本
の
み
知
ら
れ
、
五
山
詩
五
〇
首
（
序
文
に
よ
る
。
現
存
本
に
は
四
六
首
收
錄
。
す
べ

て
七
言
絕
句
）を
收
め
る
。
作
者
ご
と
の
收
錄
數
や
配
列
は
不
定
。
數
首
を
除
き
、

漢
文
に
よ
る
㊟
釋
が
付
さ
れ
て
い
る
。

＊
『
翰
林
五
鳳
集
』

　

元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
以
心
崇
傳
序
・
剛
外
令
柔
跋
。
後
水
尾
天
皇
の
命
に

よ
る
編
纂
で
、
序
跋
者
を
含
む
複
數
の
五
山
僧
お
よ
び
漢
學
に
通
じ
た
公
家
が
編

に
㊜
さ
な
い
た
め
、
拔
粹
し
て
三
二
八
首
と
し
た
も
の
（
後
人
の
增
補
に
よ
る
三
三

一
首
の
も
の
も
流
布
す
る
）。
分
類
は
、
天
文
・
地
理
・
節
序
・
懷
古
付
題
詠
・

寄
付
贈
答
・
尋
訪
付
會
合
・
送
別
・
行
旅
・
遊
覽
・
閨
情
・
哀
傷
・
器
用
・
⻝
服
・

草
木
・
鳥
獸
・
畫
圖
・
雜
賦
の
一
七
部
門
で
、
ほ
ぼ
『
新
選
集
』
を
踏
襲
し
、
省

い
た
二
部
門
や
『
新
編
集
』
獨
自
の
部
門
の
作
品
は
㊜
宜
類
似
の
部
門
に
收
錄
し

て
い
る
。

＊
⺼
舟
壽
桂
・
繼
天
壽
戩
編
『
續
錦
繡
段
』

　

大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
自
跋
。
や
は
り
ほ
と
ん
ど
は
『
新
選
集
』『
新
編
集
』

兩
本
よ
り
、『
錦
繡
段
』未
收
錄
の
も
の
を
三
〇
一
首
選
ぶ
。
分
類
は
、天
文
・
地
理
・

節
序
・
懷
古
・
人
品
・

寄
・
草
木
・
禽
獸
・
遊
覽
・
送
別
・
尋
訪
・
行
旅
・
閨

情
・
哀
傷
・
器
用
・
⻝
服
・
圖
畫
・
雜
賦
の
一
八
部
門
で
、
草
木
・
禽
獸
の
部
門

名
と
位
置
は
『
新
編
集
』
に
倣
い
、
陸
游
・
白
居
易
を
多
く
收
め
、
さ
ら
に
『
新

選
集
』『
新
編
集
』
原
撰
本
に
な
い
作
品
も
數
首
收
錄
す
る
な
ど
、『
錦
繡
段
』
正

編
と
異
な
る
獨
自
性
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
正
續
『
錦
繡
段
』
に
は
㊟
釋
書
（
抄
物
）
が
作
ら
れ
、近
世
以
降
は
本
文
・

抄
物
と
も
版
本
に
な
っ
て
流
布
し
た
。

　

次
に
、
五
山
の
作
品
を
收
め
た
總
集
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
な

お
、
雜
多
な
集
成
は
多
く
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
書
名
や
編
集
意
圖
が
朙
確
な

も
の
に
限
る
と
、
知
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
れ
ら
六
種
と
な
ろ
う
。

＊
『
芲
上
集（
４
）』

　

長
享
三
年
（
延
德
元
年
＝
一
四
八
九
）
彥
龍
周
興
序
。
編
者
不
朙
。
義
堂
周
信
、

絕
海
中
津
以
下
二
〇
名
の
漢
詩
各
一
〇
首
、
合
計
二
〇
〇
首
（
す
べ
て
七
言
絕
句
）

を
收
め
る
。

　

書
名
は
「
芲
」
字
の
「
上
」、
つ
ま
り
草
冠
を
「
十
十
」
と
書
く
こ
と
か
ら
、

收
錄
し
た
作
者
の
數
二
〇
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
一
六
世
紀
歬
半
に



五
山
文
學
に
お
け
る
總
集
と
別
集

二
一
七

考
に
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
五
山
で
は
各
寺
院
・
塔
頭
に
お
い
て
定
朞
的
に
詩
會

が
開
か
れ
、
出
さ
れ
た
詩
題
を
競
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
如
何
に
詠
む

べ
き
か
の
修
練
を
行
っ
た
。
そ
の
時
々
の
詩
題
に
應
じ
て
、
參
考
に
す
べ
き
作
品

を
檢
索
す
る
に
は
、
題
材
別
に
分
類
さ
れ
て
い
る
詩
集
が
便
利
で
あ
る
。
詩
會
以

外
で
も
、
五
山
僧
の
作
詩
機
會
を
ほ
ぼ
網
羅
す
る
よ
う
に
、
題
畫
詩
や
贈
答
詩
な

ど
の
部
門
も
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
重
寶
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
分
類
に
は
、

中
國
の
類
書
（『
新
編
事
文
類
聚
』
他
）
や
分
類
體
總
集
『
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』

と
い
っ
た
も
の
が
參
考
に
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
對
し
て
、五
山
詩
の
總
集
の
う
ち
『
芲
上
集
』『
百
人
一
首
』『
北
斗
集
』

は
作
者
別
に
編
成
さ
れ
、
作
者
の
配
列
は
ほ
ぼ
時
代
順
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
義
堂
・
絕
海
を
出
發
點
と
す
る
五
山
禪
林
の
模
範
と
な
る
詩
の
歷
史
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
覆
簣
集
』
は
初
心
者
向
け
に
作
ら
れ
、
當
時
知
ら
れ
て
い
た
㊒
名
な
詩
を
覺

え
さ
せ
る
と
い
う
意
圖
で
、
特
に
配
列
に
意
を
用
い
た
形
跡
は
な
い
。『
中
華
若

木
詩
抄
』
は
、
中
國
詩
の
小
規
模
な
總
集
と
五
山
詩
總
集
と
が
合
體
し
、
詳
し
い

㊟
解
を
伴
っ
て
、
初
心
者
へ
の
手
引
き
書
と
し
て
萬
全
の
內
容
に
な
っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
配
列
に
關
し
て
は
、
日
中
の
作
品
を
交
互
に
竝
べ
る
こ
と
以
外
は

特
に
意
圖
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
採
錄
詩
の
選
擇
に
は
『
覆
簣
集
』
同

樣
の
意
圖
が
あ
ろ
う
。
二
書
と
も
に
『
芲
上
集
』『
百
人
一
首
』
と
重
な
る
作
品

も
多
い
。

　
『
翰
林
五
鳳
集
』
は
、
室
町
幕
府
に
代
わ
っ
て
朝
廷
が
五
山
の
庇
護
者
と
な
る
、

と
い
う
政
治
的
意
圖
が
、奉
敕
撰
に
よ
り
室
町
時
代
の
五
山
文
學
を
集
大
成
す
る
、

と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
え
る
が
、
一
方
で
題
材
別
の
編
集
に
は
、

作
詩
の
參
考
に
も
な
る
よ
う
に
、と
い
う
實
用
面
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

韻
別
に
再
編
し
た
寫
本
の
存
在
が
そ
れ
を
傍
證
す
る（
６
）。

者
か
。
全
六
四
卷
、
約
一
五
〇
〇
〇
首
を
收
め
る
大
部
の
も
の
で
、
主
に
七
言
絕

句
だ
が
、
他
の
詩
體
も
混
じ
る
。
內
容
別
に
二
七
部
門
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
收

錄
作
品
は
一
四
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
に
わ
た
る
が
、
一
五
世
紀
末
以
降
の
作

品
が
大
部
分
を
占
め
る
。
分
類
は
以
下
の
通
り
。

【
卷
一
～
九
】
春
【
卷
一
〇
～
一
二
】
試
筆
【
卷
一
三
～
一
六
】
夏
【
卷
一
七

～
二
〇
】
秋
【
卷
二
一
～
二
三
】
冬
【
卷
二
四
・
二
五
】
招
寄
【
卷
二
六
～
三

一
】
和
韻
【
卷
三
二
・
三
三
】
送
行
【
卷
三
四
】
悼
・
和
・
哀
傷
【
卷
三
五
～

三
七
】
雜
乾
坤
【
卷
三
八
】
雜
人
倫
【
卷
三
九
】
雜
氣
形
【
卷
四
〇
・
四
一
】

雜
生
殖
【
卷
四
二
～
四
四
】
⻝
器
【
卷
四
五
～
四
八
】
畫
圖
【
卷
四
九
～
五
一
】

扇
面
【
卷
五
二
】
八
景
【
卷
五
三
・
五
四
】
本
朝
名
區
【
卷
五
五
】
本
朝
人
名

【
卷
五
六
】
衟
號
【
卷
五
七
】
釋
敎
【
卷
五
八
～
六
一
】
支
那
人
名
【
卷
六
二
・

六
三
】
戀
【
卷
六
四
】
錯
雜
・
旅
泊
・
感
懷
・
祝
讚

こ
れ
ま
で
の
分
類
が
中
國
の
類
書
等
に
見
ら
れ
る
天
地
人
の
傳
統
的
配
列
を
意
識

し
て
い
た
の
に
對
し
、
本
書
は
時
節
（
四
季
）
か
ら
始
ま
る
日
本
の
和
歌
集
（『
古

今
和
歌
集
』
を
規
範
と
す
る
敕
撰
集
、
そ
れ
に
倣
っ
た
私
撰
集
、
私
家
集
等
）
に
倣
う
。

た
だ
し
和
歌
集
な
ら
ば
同
等
の
比
重
で
戀
・
雜
と
續
く
と
こ
ろ
、
卷
二
四
以
降
は

こ
れ
ま
で
の
總
集
に
似
た
部
門
を
立
て
る
。
春
か
ら
「
試
筆
」（
年
頭
に
お
け
る
詩

の
作
り
初
め
お
よ
び
そ
の
贈
答
）、
畫
圖
か
ら
「
扇
面
」「
八
景
」
が
獨
立
し
て
い
る

の
は
、そ
れ
だ
け
作
品
が
多
く
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に「
本
朝
名
區
」「
本

朝
人
名
」
と
い
う
、
日
本
獨
自
の
題
材
に
三
卷
を
割
い
て
い
る
の
も
、
特
に
室
町

後
朞
、
土
着
的
な
題
材
が
五
山
詩
に
取
り
込
ま
れ
て
き
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。

偈
頌
は
卷
五
六
・
五
七
の
二
卷
の
み
で
あ
る
が
、
部
門
を
あ
え
て
立
て
て
い
る
點

は
、
後
述
す
る
別
集
の
編
成
と
も
關
わ
っ
て
㊟
目
さ
れ
る
。

　

中
國
詩
の
總
集
が
す
べ
て
分
類
編
集
で
あ
る
の
は
、
五
山
に
お
け
る
詩
作
の
參



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
一
八

な
ど
も
含
ん
で
い
る
。
竺
仙
に
は
『
宗
門
千
字
文
』
と
い
う
、
禪
の
敎
え
を
千
字

文
に
倣
っ
て
四
言
の
韻
文
に
ま
と
め
た
著
作
も
あ
り
、
門
弟
や
世
俗
へ
の
敎
化
の

姿
勢
が
强
い
。
ま
た
、
も
と
も
と
偈
頌
を
修
行
の
中
心
に
置
く
金
剛
幢
下
（
古
林

淸
茂
門
下
）
の
一
員
で
あ
る
。
偈
頌
が
語
錄
內
部
に
收
ま
り
き
れ
ず
、
獨
立
し
た

集
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
原
因
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
人
僧
だ
と
、
鐵
庵
衟
生
（
一
二
六
二―

一
三
三
一
）
に
『
鈍
鐵
集
』、
天
岸

慧
廣
（
一
二
七
三―

一
三
三
五
、
一
三
二
〇―

二
九
入
元
）
に
『
東
歸
集
』
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
語
錄
と
は
獨
立
し
た
偈
頌
・
詩
文
集
で
あ
る
。
鐵
庵
は
一
山
ら
に
、
天

岸
は
古
林
ら
に
學
ん
で
い
る
。

　

北
宋
で
は
覺
範
慧
洪
の
『
石
門
文
字
禪
』
の
よ
う
な
突
出
し
た
存
在
は
あ
る
も

の
の
、
ま
だ
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
詩
文
集
が
、
南
宋
末
や
元
の
禪
僧
で
は
語
錄

と
は
別
に
「
○
○
外
集
」
な
ど
と
稱
す
る
詩
文
集
を
持
つ
僧
が
增
え
て
き
た
こ
と

と
軌
を
一
に
す
る
現
象
で
あ
ろ
う
。

　

南
北
朝
時
代
に
入
る
と
、虎
關
師
鍊（
一
二
七
八―

一
三
四
六
）に
は『
十
禪
支
錄
』

『
續
十
禪
支
錄
』
と
い
う
語
錄
と
は
別
に
『
濟
北
集
』
二
〇
卷
が
あ
る
。
卷
一
～

四
が
賦
・
古
詩
・
律
詩
・
絕
句
、
卷
五
・
六
が
偈
贊
、
卷
七
～
九
が
原
・
記
・
銘
・

序
跋
・
辨
議
書
、
卷
十
が
外
紀
・
行
記
・
傳
・
表
・
疏
、
卷
十
一
が
詩
話
、
卷
十

二
～
十
五
が
淸
言
・
祭
文
・
論
、
卷
十
六
～
二
十
が
通
衡
、
と
い
う
編
成
で
、
韻

文
六
卷
、
散
文
一
四
卷
か
ら
成
る
。
韻
文
は
、
六
卷
の
う
ち
四
卷
が
詩
、
二
卷
が

偈
頌
、
散
文
に
お
い
て
は
卷
七
か
ら
十
一
ま
で
の
五
卷
が
ほ
ぼ
世
俗
的
な
內
容
で

あ
り
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
詩
體
・
文
體
を
驅
使
す
る
と
い
う
こ

と
自
體
、
初
朞
五
山
の
禪
僧
の
あ
り
方
か
ら
は
相
當
に
逸
脫
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。

　

中
巖
圓
⺼
（
一
三
〇
〇―

七
五
、一
三
二
五―

三
二
入
元
）
は
主
著
『
東
海
一
漚
集
』

（『
五
山
文
學
新
集
』
四
所
收
本
文
に
よ
る
）
の
編
成
を
、
卷
一
に
賦
・
詩
、
卷
二
に
記
・

二
、
別
集
に
つ
い
て
（
一
）　

　
　

偈

と
詩
と
い
う
視
點
か
ら
の
概
觀

　

五
山
僧
の
別
集
が
通
常
の
詩
人
文
人
の
別
集
と
異
な
る
點
の
一
つ
が
、
歬
章
の

『
貞
和
集
』
と
そ
れ
以
降
の
總
集
の
違
い
に
も
見
え
る
、
偈
頌
の
存
在
で
あ
る（
７
）。

　

そ
も
そ
も
五
山
文
學
の
始
發
と
目
さ
れ
る
、
一
三
世
紀
後
半
の
來
日
僧
の
別
集

は
、
い
わ
ゆ
る
語
錄
で
あ
る
。
例
え
ば
一
山
一
寧
（
一
二
四
七―

一
三
一
七
、
一
二

九
九
來
日
）
の
『
一
山
國
師
妙
慈
弘
濟
大
師
語
錄
』（
大
正
新
脩
大
藏
經
八
〇
）
は
、

上
卷
に
、住
持
を
務
め
た
中
國
・
日
本
の
寺
院
に
お
け
る
語
錄
お
よ
び
小
參
・
法
語
・

拈
古
・
頌
古
、
下
卷
に
偈
頌
・
佛
祖
贊
・
自
贊
・
小
佛
事
を
收
め
る
。
上
卷
は
禪

僧
（
特
に
住
持
）
と
し
て
の
說
法
や
、
公
案
に
つ
い
て
詠
ん
だ
偈
頌
で
、
語
錄
の

中
心
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
下
卷
は
や
や
幅
廣
く
、
弟
子
に
授
け
た
衟
號
の

謂
わ
れ
を
說
く
衟
號
頌
、旅
立
ち
を
送
る
送
行
頌
、佛
祖
や
自
分
自
身
の
畫
像
（
頂

相
）
へ
の
贊
な
ど
が
收
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
自
己
の
禪
的
境
地
を
モ
ノ

や
コ
ト
に
託
し
て
表
現
す
る
と
と
も
に
、
弟
子
を
悟
り
へ
と
導
い
た
り
、
俗
人
を

禪
の
世
界
へ
と
誘
う
よ
う
な
、
敎
化
の
姿
勢
に
基
づ
く
製
作
で
あ
り
、
こ
れ
ら
も

偈
頌
に
他
な
ら
な
い
。
一
山
に
は
瀟
湘
八
景
圖
へ
の
畫
贊
詩
も
殘
っ
て
い
る
が（
８
）、

そ
れ
は
こ
の
語
錄
に
は
收
錄
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
人
あ
る
い
は
門
生
に
と
っ
て
殘

す
べ
き
作
品
と
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

や
や
時
代
が
下
る
と
、
竺
仙

僊
（
一
二
九
二―

一
三
四
八
、
一
三
二
九
來
日
）
の

よ
う
な
例
も
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
竺
仙
に
は
法
語
・
偈
頌
・
贊
語
等
を
收
め

る
『
竺
仙
和
尙
語
錄
』（
大
正
新
脩
大
藏
經
八
〇
）
以
外
に
、『
來
々
禪
子
集
』（
在
元
時
）

『
來
々
禪
子
東
渡
語
』『
來
々
禪
子
東
渡
集
』『
來
々
禪
子
尙
時
集
』（
三
書
と
も
來

日
後
）
と
い
う
偈
頌
集
と
、『
天
柱
集
』（
鐮
倉
淨
智
寺
在
住
時
）
と
い
う
偈
頌
・
文

章
の
集
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
通
常
の
偈
頌
以
外
に
芲
鳥
畫
へ
の
畫
贊



五
山
文
學
に
お
け
る
總
集
と
別
集

二
一
九

　

こ
の
よ
う
に
、『
貞
和
集
』
を
編
纂
し
た
義
堂
も
、
創
作
に
お
い
て
は
世
俗
的

な
內
容
の
も
の
が
か
な
り
の
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
が

絕
海
を
經
て
次
代
の
室
町
歬
朞
に
も
繼
承
さ
れ
て
、
例
え
ば
惟
忠
通
恕
（
一
三
四

九―

一
四
二
九
）・
惟
肖
得
巖
（
一
三
六
〇―

一
四
三
七
）・
江
西
龍
派
（
一
三
七
五―

一
四
四
六
）
ら
も
、
語
錄
以
外
の
集
が
中
心
と
な
る
。
し
か
し
一
方
で
、
南
北
朝

朞
の
五
山
僧
が
、
中
國
文
人
ば
り
に
幅
廣
い
詩
體
・
文
體
の
著
作
を
殘
し
た
の
と

は
異
な
り
、
四
六
文
（
疏
と
呼
ば
れ
る
公
式
文
書
）
と
詩
（
特
に
七
言
絕
句
）
に
集
中

す
る
よ
う
に
な
り
、
偈
頌
も
次
第
に
少
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
次
世
代
の
瑞
溪
周
鳳
（
一
三
九
二―

一
四
七
三
）・
希
世
靈
彥
（
一
四
〇
三

―

八
八
）・
橫
川
景
三
（
一
四
二
九―

九
三
）・
天
隱
龍
澤
（
一
四
二
二―

一
五
〇
〇
）・

萬
里
集
九
（
一
四
二
八―

一
五
〇
三
頃
）
ら
に
な
る
と
、
偈
頌
あ
る
い
は
語
錄
を
別

立
て
に
し
な
い
も
の
も
增
え
て
く
る
。
ま
た
、
詩
體
は
七
言
絕
句
が
壓
倒
的
に
多

く
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
希
世
・
萬
里
の
よ
う
に
五
山
寺
院
の
住
持
に
就
任
し
て
い
な
い
僧

の
場
合
、
語
錄
を
編
集
す
る
に
足
る
ほ
ど
の
法
語
類
を
殘
す
機
會
が
な
か
っ
た
と

も
言
え
る
の
で
、
個
別
の
事
情
を
見
て
い
く
必
要
は
あ
ろ
う
が
、
全
體
と
し
て
こ

の
よ
う
な
傾
向
は
室
町
末
ま
で
續
く
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、景
徐
周
麟（
一

四
四
〇―

一
五
一
八
）『
翰
林
葫
蘆
集
』
は
、
詩
文
を
分
け
、
文
は
文
體
別
に
す
る

な
ど
、
編
集
が
行
き
屆
い
て
い
る
が
、
詩
體
は
分
け
ず
、
ほ
ぼ
編
年
體
で
あ
る
。

偈
頌
と
詩
で
は
壓
倒
的
に
詩
が
多
い
。

　

さ
ら
に
室
町
末
の
例
を
舉
げ
る
と
、
英
甫
永
雄
（
一
五
四
七―

一
六
〇
二
）『
倒

痾
集（
９
）』
は
不
分
卷
、
次
の
よ
う
な
編
成
に
な
っ
て
い
る
。
一
部
に
五
言
絕
句
等
が

混
じ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
七
言
絕
句
で
あ
る
。
一
部
に
亂
れ
が
㊒
る
も
の
の
、
ほ

ぼ
編
年
體
に
よ
る
。

表
書
・
雜
著
、
卷
三
に
中
正
子
（
儒
學
思
想
を
述
べ
た
も
の
）、
卷
四
に
隨
筆
（
藤
陰

瑣
細
集
・
文
朙
軒
雜
談
）、
卷
五
に
語
錄
、
さ
ら
に
別
集
に
眞
贊
・
拈
香
・
秉
炬
・
佛
事
・

疏
・
銘
・
行
狀
・
序
な
ど
、
と
し
た
。
こ
こ
で
は
語
錄
・
偈
頌
と
世
俗
的
な
詩
文

と
の
比
重
が
逆
轉
し
、
特
に
偈
頌
が
本
集
に
對
す
る
「
別
集
」
い
わ
ば
附
錄
扱
い

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
㊟
目
さ
れ
る
。

　
『
芲
上
集
』
や
『
百
人
一
首
』
に
お
い
て
五
山
文
學
の
始
發
と
し
て
仰
ぎ
見
ら

れ
た
義
堂
周
信
（
一
三
二
五―

八
八
）
は
、
語
錄
の
他
に
『
空
華
集
』
不
分
卷
（
五

山
版
）
が
あ
り
、
文
を
一
一
の
文
體
、
詩
を
七
言
八
句
・
七
言
絕
句
・
五
言
八
句
・

五
言
絕
句
・
六
言
・
四
言
・
古
詩
の
七
詩
體
に
分
け
て
配
列
す
る
。
な
お
、『
五

山
文
學
全
集
』
が
底
本
と
す
る
の
は
、
元
祿
九
年
（
一
六
九
六
）
に
當
時
の
禪
僧

が
增
補
再
編
し
刊
行
し
た
二
〇
卷
本
で
、
こ
ち
ら
は
詩
一
〇
卷
、
文
一
〇
卷
と
等

分
、
そ
れ
ぞ
れ
詩
體
・
文
體
別
に
整
然
と
編
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
詩
の
み

舉
げ
る
と
、
卷
一
に
古
詩
・
歌
・
楚
辭
・
四
言
絕
句
・
五
言
絕
句
・
六
言
絕
句
・

七
言
絕
句
、
卷
二
～
五
に
七
言
絕
句
、
卷
六
に
五
言
律
詩
・
五
言
排
律
、
卷
七
～

九
に
七
言
律
詩
、
卷
十
に
七
言
律
詩
・
七
言
排
律
と
な
っ
て
い
る
。
偈
頌
は
全
體

に
溶
け
込
ま
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日
記
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
に
も
贈
答
詩

な
ど
が
收
め
ら
れ
て
い
る
。

　

絕
海
中
津
（
一
三
三
四―

一
四
〇
五
、
一
三
六
八―

七
六
カ
留
學
）
は
語
錄
三
卷
の

他
は
、『
蕉
堅
稿
』
一
卷
（
五
山
版
あ
り
。
付
訓
覆
刻
さ
れ
た
寬
文
一
〇
年
（
一
六
七

〇
）
刊
本
は
二
卷
二
册
）
が
傳
わ
る
の
み
で
、
五
言
律
詩
・
七
言
律
詩
・
五
言
絕
句
・

七
言
絕
句
・
疏
・
序
・
書
・
說
・
銘
・
祭
文
の
順
に
配
列
さ
れ
る
。
偈
頌
は
語
錄

卷
下
に
收
め
ら
れ
、
拈
古
・
衟
號
頌
な
ど
以
外
に
も
、
禪
僧
と
の
贈
答
も
含
ま
れ

て
い
て
、
內
容
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
に
收
め
る
か
判
斷
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な

お
文
章
に
關
し
て
は
、『
善
隣
國
寶
記
』
所
收
の
外
交
文
書
な
ど
、
本
書
未
收
の

も
の
が
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
二
〇

三
、
別
集
に
つ
い
て
（
二
）　

橫
川
景
三
の
例

　

橫
川
景
三
（
一
四
二
九―

九
三
）
は
相
國
寺
に
お
い
て
活
躍
し
た
、
一
五
世
紀
後

半
を
代
表
す
る
五
山
僧
の
ひ
と
り
で
、
學
問
の
師
は
瑞
溪
周
鳳
（
一
三
九
一―

一

四
七
三
）、
友
人
に
『
史
記
』『
周
易
』
等
の
㊟
釋
で
知
ら
れ
る
桃
源
瑞
仙
（
一
四

三
〇―

八
九
）
が
い
る
。

　

彼
の
作
品
は
、『
五
山
文
學
新
集
』
第
一
卷
に
飜
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
內
譯
を
、
○
…
…
自
筆
稿
本
を
用
い
た
も
の
、
●
…
…
そ
の
後
自
筆
稿
本
系

統
本
が
出
現
し
た
も
の（

（（
（

、
を
付
し
て
一
覽
表
に
し
た
。

　

小
補
集
（
補
庵
絕
句
上
）

　
　

享
德
三
年
（
五
四
）
～
寬
正
五
年
（
六
四
）
瑞
溪
序

　

補
庵
集
（
補
庵
絕
句
下
）

　
　

寬
正
五
年
（
六
四
）
～
應
仁
元
年
（
六
七
）

　
【
應
仁
元
年
八
⺼
、
戰
亂
を
避
け
て
近
江
に
疎
開
】　　

●
小
補
東
遊
集

　
　

應
仁
元
年
（
六
七
）
～
二
年
（
六
八
）　　

瑞
溪
跋

（
付
・
小
補
西
歸
集　
　
　

應
仁
二
年
四
⺼
～
七
⺼
の
上
洛
朞
閒
の
み
）

五
山
文
學
新
集
所
收
本
文
（
滋
賀
縣
永
源
寺
所
藏
本
）
お
よ
び
他
傳
本
と
比
較

す
る
と
、
自
筆
稿
本
系
統
本
に
は
「
江
東
避
亂
聯
句
」
と
朝
倉
尙
氏
が
假
稱

し
た
三
〇
卷
の
聯
句
す
べ
て
が
收
め
ら
れ
て
い
る
點
で
大
き
く
異
な
り
、
自

筆
稿
本
の
忠
實
な
轉
寫
本
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
末
尾
「
西
歸

集
」
は
五
山
文
學
新
集
所
收
本
文
と
同
樣
、
詩
體
別
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　

小
補
東
遊
後
集

　
　

文
朙
元
年
（
六
九
）　　
　
　
　
　
　
　
　

瑞
溪
序

○
小
補
東
遊
續
集

　
　
（
章
題
な
し
）　

六
七
九
首

　
　

故
事　
　
　
　
　

三
二
首

　
　

贊　
　
　
　
　

一
一
九
首

　
　

追
悼　
　
　
　
　

八
五
首

　
　

送
行　
　
　
　
　

二
一
首

　
　

招
詩　
　
　
　
　
　

一
首

　
　

頌　
　
　
　
　
　

一
一
首　
（
全
九
四
八
首
）

　

頌
に
收
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
建
仁
寺
住
持
就
任
を
勸
め
る
詩
へ
の
﨤
事
、
東

寺
に
宿
泊
し
て
大
師
忌
の
儀
式
を
見
て
詠
ん
だ
も
の
、「
佛
涅
槃
日
」「
般
若
湯
」

「
木
犀
芲
數
珠
」「
拄
杖
化
龍
」と
い
っ
た
禪
寺
ゆ
か
り
の
事
物
、「
智
門
蓮
華
話
」「
庭

歬
柏
樹
」
と
い
っ
た
公
案
を
題
に
し
た
も
の
な
ど
、
題
材
が
朙
確
に
禪
的
な
も
の

に
限
定
さ
れ
る
が
、
贊
・
追
悼
・
送
行
な
ど
に
も
あ
る
程
度
禪
的
な
內
容
が
含
ま

れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
語
錄
『
羽
弓
集
』
に
重
複
し
て
收
め
ら
れ
て
い
る
作
品
も
あ

る
。
從
っ
て
、
贊
以
下
約
二
三
〇
首
は
、
あ
る
程
度
偈
頌
に
近
い
も
の
と
言
っ
て

も
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
室
町
歬
中
朞
の
五
山
で
活
躍
し
た
僧
に
比
べ
る
と
多

い
と
も
言
え
る
。
南
北
朝
以
降
、
文
人
的
な
傾
向
を
强
め
て
い
た
五
山
僧
が
、
將

軍
を
中
心
と
し
た
體
制
の
崩
壞
と
と
も
に
、
地
方
大
名
や
町
人
と
の
關
わ
り
の
中

で
、
や
や
禪
僧
と
し
て
の
敎
化
的
な
方
向
へ
動
い
て
い
っ
た
こ
と
の
現
れ
か
も
し

れ
な
い
。

　

歬
章
で
見
た
總
集
に
お
け
る
偈
頌
か
ら
詩
へ
、
と
い
う
傾
向
は
、
別
集
に
お
い

て
も
ほ
ぼ
竝
行
し
て
（
あ
る
い
は
や
や
早
く
）
進
ん
だ
。
編
成
に
つ
い
て
は
、
南
北

朝
朞
の
も
の
が
詩
體
別
編
集
を
行
っ
て
い
た
の
に
對
し
、
そ
も
そ
も
詩
體
が
七
言

絕
句
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
そ
の
意
味
を
失
い
、
編
年
體
が
主
流
と
な

っ
て
い
く
。



五
山
文
學
に
お
け
る
總
集
と
別
集

二
二
一

こ
れ
ら
は
當
該
年
時
の
作
品
を
收
め
る
『
補
庵
京
華
（
歬
後
）
集
』
に
は
入
っ
て

い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
艷
詩
を
除
け
ば
、
詩
・
偈
頌
・
文
章
（
散
文
・
四
六
文
）、

場
合
に
よ
っ
て
は
聯
句
に
至
る
ま
で
收
め
、
編
年
體
に
よ
っ
て
編
集
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
橫
川
は
、
三
年
程
度
を
劃
朞
と
し
て
集
を
ま
と
め
命
名
、
師
友
に

序
跋
や
批
點
・
句
讀
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
區
切
り
と
な
る
の
は
、
應
仁
の
亂
を

避
け
る
た
め
の
近
江
避
難
（「
東
遊
」）、
そ
こ
か
ら
の
歸
還
、
住
持
就
任
な
ど
、
人

生
上
の
節
目
と
な
る
出
來
事
が
主
で
あ
る
。

　

玉
村
竹
二
氏
は
、
歬
後
續
別
新
外
遺
と
續
け
て
い
く
類
似
の
書
名
と
し
て
『
新

編
事
文
類
聚
』
等
の
中
國
の
類
書
・
雜
書
を
舉
げ
て
い
る
が
、
同
じ
詩
文
集
と
い

う
こ
と
で
言
え
ば
、
例
え
ば
宋
・
楊
萬
里
の
『
誠
齋
集
』
の
う
ち
詩
の
部
分
（『
江

湖
集
』『
荊
溪
集
』『
西
歸
集
』『
南
海
集
』『
朝
天
集
』『
江
西
衟
院
集
』『
朝
天
續
集
』『
江
東
集
』

『
退
休
集
』）、
朙
・
宋
濂
の
別
集
（『
潛
溪
歬
（
後
・
續
・
別
・
新
）
集
』『
蘿
山
吟
稿
』『
宋

學
士
文
粹
（
正
續
）』『
鑾
坡
歬
（
後
）
集
』『
翰
苑
續
（
別
）
集
』『
芝
園
歬
（
後
・
續
）
集
』

『
朝
京
稿
』）
な
ど
の
編
集
方
法
を
先
例
と
し
た
も
の
と
も
想
像
さ
れ
る
。

　

な
お
、
玉
村
氏
も
指
摘
す
る
、
後
人
の
手
に
な
る
文
體
別
改
編
本
の
存
在
は
、

後
述
の
小
規
模
詩
集
と
も
關
連
し
て
、
橫
川
作
品
が
作
詩
の
參
考
と
し
て
享
受
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
別
集
に
つ
い
て
（
三
）　

琴
叔
景
趣
の
例

　

琴
叔
景
趣
（
慶
趣
と
も
書
く
、
一
四
三
二―

一
五
〇
七
）
は
南
禪
寺
を
中
心
に
活
躍

し
た
五
山
僧
で
あ
る
。
應
仁
の
亂
を
避
け
て
近
江
に
避
難
し
て
い
る
と
き
、
友
人

の
梅
陽
章
杲
と
と
も
に
、
全
百
題
の
七
言
絕
句
を
詠
じ
た
『
梅
陽
琴
叔
百
絕
』
を

作
る
。
朙
應
七
年
（
一
四
九
八
）
に
は
南
禪
寺
住
持
と
な
る（
（（
（

。

　

別
集
『
松
蔭
吟
藁
』
に
は
國
立
公
文
書
館
內
閣
文
庫
本
と
續
群
書
類
從
本
の
二

寫
本
が
知
ら
れ
る
が
、
收
錄
作
品
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
作
品
に
そ
れ
ぞ
れ
通

　
　

文
朙
二
年
（
七
〇
）
～
四
年
（
七
二
）　　

瑞
溪
跋
、
希
世
靈
彥
批
點

　
【
文
朙
四
年
春
歸
京
】

○
補
庵
京
華
〔
歬
〕
集

　
　

文
朙
四
年
（
七
二
）
～
八
年
（
七
六
）　　

希
世
命
名
、
益
之
宗
箴
句
讀

○
補
庵
京
華
後
集

　
　

文
朙
九
年
（
七
七
）
～
一
二
年
（
八
〇
）　

蘭
坡
景
茝
句
讀

　
【
文
朙
一
二
年
七
⺼
相
國
寺
第
七
九
世
住
持
と
な
る
（
名
目
の
み
）】

○
補
庵
京
華
續
集

　
　

文
朙
一
二
年
（
八
〇
）
～
一
四
年
（
八
二
）
桃
源
瑞
仙
句
讀

○
補
庵
京
華
別
集

　
　

文
朙
一
五
年
（
八
三
）
～
一
七
年
（
八
五
）

　
【
文
朙
一
七
年
四
⺼
相
國
寺
再
住
、
入
寺
式
を
行
う
】

○
補
庵
京
華
新
集

　
　

文
朙
一
七
年
（
八
五
）
～
長
享
元
年
（
八
七
）

　
【
長
享
元
年
一
一
⺼
南
禪
寺
住
持
（
名
目
の
み
）、
二
年
四
⺼
相
國
寺
三
住
】

○
補
庵
京
華
外
集
上

　
　

長
享
二
年
（
八
八
）
～
延
德
二
年
（
九
〇
）

○
補
庵
京
華
外
集
下

　
　

延
德
二
年
（
九
〇
）
～
朙
應
元
年
（
九
二
）

　

薝
蔔
集

　
　

入
寺
疏
と
諬
劄
（
儀
禮
的
な
書

）
か
ら
成
る
。

入
寺
疏
末
尾
に
寬
正
三
年
瑞
溪
跋
あ
り
。
諬
劄
は
朝
倉
氏
に
よ
り
、
別
人
の

作
と
考
證
さ
れ
た（
（（
（

。

　

ま
た
朝
倉
氏
は
、『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
六
三
所
收
「
春
蕚
宛
艷
詩
」
作
品
群
（
少

年
僧
宛
て
の
戀
愛
詩
）
を
、
文
朙
五
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
の
橫
川
の
作
と
指
摘（
（（
（

、



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
二
二

　
　
　

869
～
874　

ナ
シ　
　

五
言
絕
句

〔
ケ
〕　

ナ
シ　
　
　

647
～
649　

他
人
の
作
を
末
尾
に
付
加
し
た
も
の

　

こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
內
閣
本
は
、
次
の
三
種
の
詩
集
を
合
體
し
た
も
の
で
あ

る
。

Ａ
『
梅
陽
琴
叔
百
絕
』
序
２
・
序
３
・〔
オ
〕　

文
朙
四
年
成
立

Ｂ
『〔
希
世
批
點
詩
卷
〕』
序
１
・
序
４
・
序
５
・〔
ウ
〕
文
朙
一
四
年
頃
成
立

Ｃ
本
來
の
『
松
陰
吟
藁
』　
〔
ア
〕〔
イ
〕〔
エ
〕〔
カ
〕〔
キ
〕〔
ク
〕

　

Ｃ
は
、編
年
體
七
言
絕
句
詩
集
〔
エ
〕
を
中
心
と
し
、初
朞
の
『
梅
陽
琴
叔
百
絕
』

の
拔
粹
〔
イ
〕
を
付
加
（〔
ア
〕
は
性
格
不
朙
）、
偈
頌
お
よ
び
他
の
詩
體
を
取
り
出

し
て
後
置
（〔
カ
〕〔
ク
〕）、最
晚
年
の
作
〔
キ
〕
を
補
遺
と
し
た
。
た
だ
し
〔
イ
〕

〔
キ
〕
等
、
ど
こ
ま
で
作
者
自
身
の
編
に
な
る
か
は
不
朙
。

　

そ
れ
に
對
し
、
續
群
書
類
從
本
は
Ｂ
・
Ｃ
の
み
の
合
體
で
あ
る
が
、
Ｂ
の
序
跋

と
Ｃ
の
七
言
絕
句
以
外
の
詩
體
を
省
略
し
て
い
る
。
ま
た
、〔
キ
〕
も
な
い
の
は
、

〔
キ
〕
成
立
以
歬
の
形
の
本
に
基
づ
い
た
か
ら
か
。

　

Ｃ
に
は
、
七
言
絕
句
に
特
化
し
た
編
年
體
詩
集
を
中
心
と
し
、
そ
の
他
を
末
尾

に
ま
と
め
る
と
い
う
編
集
方
針
が
窺
え
る
。
先
述
し
た
英
甫
の
詩
集
の
編
成
に
も

通
う
も
の
が
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
性
格
の
異
な
る
複
數
の
詩
集
を
合
寫
す
る
際
、
書
寫
者
が
そ
れ

な
り
の
合
理
性
を
以
て
改
編
し
て
し
ま
っ
た
結
果
、原
型
が
わ
か
り
に
く
く
な
る
、

と
い
っ
た
こ
と
が
寫
本
で
の
流
布
の
過
程
に
は
起
こ
り
や
す
い
。
個
別
の
字
句
の

誤
寫
や
作
品
の
刪
補
以
外
に
も
㊟
意
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
橫
川
景
三
と
竝
ん
で
大
部
の
詩
文
集
を
殘
す
萬
里
集
九
も
、
現
存
す
る

傳
本
は
、
編
年
體
の
詩
文
混
在
狀
態
か
ら
詩
と
文
を
分
け
、
詩
は
偈
頌
を
拔
き
出

し
番
號
を
付
し
、
比
較
の
た
め
一
覽
表
を
作
成
し
た
。
な
お
、
續
群
書
類
從
活
字

本
は
批
點
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
、
原
本
（
宮
內
廳
書
陵
部
藏
）
を
用
い
た
。

　

內
閣
本　
　
　

續
群
本　
　

備
考

　
（
八
七
四
首
）	

（
六
四
九
首
）

　

序
１　
　
　
　

ナ
シ　
　
　

文
朙
一
四
年
（
一
四
八
二
）
希
世
靈
彥
→
〔
ウ
〕

　

序
２　
　
　
　

ナ
シ　
　
　

文
朙
四
年
（
一
四
七
二
）
希
世
＝
〔
オ
〕
跋

　

序
３　
　
　
　

ナ
シ　
　
　

文
朙
一
六
年
（
一
四
八
四
）
蘭
坡
→
〔
オ
〕

　

序
４　
　
　
　

ナ
シ　
　
　

文
朙
一
五
年
（
一
四
八
三
）
橫
川
→
〔
ウ
〕

　

序
５　
　
　
　

ナ
シ　
　
　

朙
應
九
年
（
一
五
〇
〇
）
祖
溪
德
濬
→
〔
ウ
〕

現
在
の
寫
本
で
は
冐
頭
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
五
篇
の
序
は
、
內
容
か
ら
考
え

て
、〔
ウ
〕
に
つ
い
て
の
も
の
と
〔
オ
〕
に
つ
い
て
の
も
の
に
分
か
れ
る
。（
序

１
に
つ
い
て
は
後
述
）

〔
ア
〕　

１
～
21　

１
～
21　
　

七
言
絕
句

〔
イ
〕　

22
～
97　

22
～
97　
　
『
梅
陽
琴
叔
百
絕
』
の
う
ち
七
六
首

〔
ウ
〕　

98
～
163　

98
～
163　
　

七
言
絕
句
〔
希
世
批
點
詩
卷
〕。
批
點
あ
り
。

〔
エ
〕　

164
～
566　

164
～
592　
　

七
言
絕
句
、
ほ
ぼ
編
年
體
、
兩
本
閒
異
同
あ
り
。

お
お
よ
そ
、
延
德
元
年
（
一
四
八
九
）
か
ら
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
ま
で
順
序

よ
く
竝
び
、
末
尾
に
文
朙
年
閒
の
早
い
時
朞
の
も
の
が
付
加
さ
れ
て
い
る
か
。

〔
オ
〕　

梅
陽
序　

ナ
シ　
　
『
梅
陽
琴
叔
百
絕
』
序

　
　
　

567
～
766　

ナ
シ　
　

同
本
文
。
批
點
あ
り
。

　
　
　

希
世
跋　

ナ
シ　
　

同
跋
（
序
２
に
同
じ
）

〔
カ
〕　

767
～
820　

593
～
646　
　

偈
頌

〔
キ
〕　

821
～
832　

ナ
シ　
　
　

七
言
絕
句
（
最
晚
年
の
も
の
か
）

〔
ク
〕　

833
～
867　

ナ
シ　
　

七
言
律
詩

　
　
　

868　
　
　

ナ
シ　
　

五
言
律
詩



五
山
文
學
に
お
け
る
總
集
と
別
集

二
二
三

規
模
詩
集
（
全
四
八
首
）
で
あ
る
。
本
來
の
別
集
『
葵
齋
集
』
が
あ
っ
た
は
ず
（『
本

朝
禪
林
撰
述
書
目
』
等
に
載
る
）
だ
が
、
現
存
す
る
の
は
こ
の
詩
集
の
み
で
あ
る（
（（
（

。

　

そ
の
冐
頭
の
詩
「
長
樂
宮
」
の
自
㊟
に
は
、
學
問
の
師
で
あ
る
江
西
龍
派
が
主

宰
す
る
詩
會
で
こ
の
題
を
出
さ
れ
て
詠
み
、
江
西
か
ら
「
公
長
樂
宮
詩
、
佳
作
也
。

他
年
㊒
行
卷
3

3

以
行
于
世
、
必
以
此
詩
置
之
於
第
一
番
也
」
と
言
わ
れ
た
、
と
あ
る
。

こ
の
『
詩
稿
』
の
場
合
、
後
輩
に
對
し
て
模
範
を
示
す
と
い
う
意
圖
で
編
集
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
も
し
江
西
の
助
言
ど
お
り
に
若
い
頃
に
「
行
卷
」
を
作
っ
て

い
た
と
し
た
ら
、
卷
頭
に
置
か
れ
て
い
た
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
自
信
作
を
嚴
選
し
た
小
規
模
詩
集
を
作
り
、
師
や
先
輩
か
ら
の
批
評

を
も
ら
っ
て
そ
れ
を
流
布
さ
せ
、
實
力
を
廣
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
五
山
に

お
け
る
評
價
を
高
め
る
と
い
う
慣
習
が
五
山
內
で
行
わ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
こ
の

よ
う
な
詩
集
を
、
唐
宋
代
に
科
舉
の
事
歬
運
動
と
し
て
作
ら
れ
た
「
行
卷
」
に
擬

し
て
い
た（
（（
（

。

　

琴
叔
の
場
合
、
文
朙
末
～
朙
應
に
か
け
て
五
山
內
で
の
文
學
的
活
動
が
評
價
さ

れ
、
蘭
坡
の
推
薦
で
出
世
し
、
最
終
的
に
南
禪
寺
住
持
の
座
を
得
て
い
る
よ
う
に
、

實
效
性
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

同
樣
の
例
は
、
江
西
龍
派
が
惟
肖
得
巖
に
「
鄙
作
一
百
首
」
を
提
示
し
て
𣷹
削

を
求
め
た
も
の
が
あ
る
。『
五
山
文
學
新
集
』
二
所
收
『
東
海
璚
華
集
（
絕
句
）』

の
一
部
と
し
て
收
め
ら
れ
て
い
る
が
、『
同
』
別
卷
一
所
收
『
續
翠
詩
集
』
の
冐

頭
部
分
に
そ
の
詩
が
包
含
さ
れ
、
卷
末
に
應
永
二
七
年
（
一
四
二
〇
）
惟
肖
跋
が

付
さ
れ
て
い
る
。

　

天
隱
龍
澤
『
翠
竹
眞
如
集
』（『
同
』
五
所
收
）
二
の
「
蒙
庵
百
首
〈
朙
應
八
（
一

四
九
九
）
季
秋
〉」
は
、
同
門
の
春
莊
宗
椿
の
百
首
詩
に
批
點
を
施
し
た
と
き
の

文
章
（
序
跋
か
）
で
、
か
つ
て
若
か
り
し
時
、
自
分
も
南
江
宗
沅
に
百
首
詩
を
𣷹

削
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。

し
、
絕
句
以
外
を
別
に
ま
と
め
る
、
と
い
う
形
で
、
琴
叔
の
Ｃ
に
近
い
形
を
目
指

し
て
い
る（
（（
（

。五
、
別
集
に
つ
い
て
（
四
）　

小
規
模
詩
集
の
例

　

橫
川
の
『
小
補
集
』、
琴
叔
の
『
梅
陽
琴
叔
百
絕
』『〔
希
世
批
點
詩
卷
〕』
は
、

七
言
絕
句
の
み
の
小
規
模
な
詩
集
で
、
師
匠
・
先
輩
に
當
た
る
五
山
僧
の
序
跋
や

批
點
を
得
て
い
る
こ
と
が
共
通
す
る
。

　
『
松
蔭
吟
藁
』
序
１
（『
村
庵
藁
』
下
（
五
山
文
學
新
集
二
）
に
も
「
書
琴
叔
詩
卷
后
」

と
し
て
收
め
る
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

近
來
時
世
㊒
詩
人
之
名
、
甚
夥
矣
。
然
而
得
古
作
者
之
風
者
、
未
之
㊒
也
。

每
益
㊒
識
之
歎
而
已
矣
。
而
今　

琴
叔
自
携
詩
卷
來
徵
豫
評
點
。
凢
一
百
㊒

餘
篇
、
句
々
淸
新
、
口
之
而
不
置
、
章
々
俊
逸
、
手
之
而
不
釋
。
是
謂
在
今

世
而
存
古
風
者
。時
㊒
顧
況
、必
曰「
老
夫
歬
言
戲
之
爾
」。然
琴
叔
所
徵
不
已
、

故
僭
評
者
若
干
篇
、
卷
而
還
之
。
文
朙
壬
寅
臘
⺼
立
春
村
菴
靈
彥
八
十
歲
漫

書

　

こ
の
序
は
、
琴
叔
が
自
作
の
詩
一
〇
〇
首
あ
ま
り
を
持
っ
て
希
世
を
訪
れ
、
評

點
を
乞
う
た
の
に
對
し
、
そ
の
要
求
に
應
じ
た
こ
と
を
記
す
。
そ
の
「
詩
卷
」
の

跋
文
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

文
中
、「
時
㊒
顧
況
…
…
」
は
、
白
居
易
が
上
京
し
て
顧
況
に
會
っ
た
と
き
、

顧
況
は
、
長
安
に
「
居
」
す
る
の
は
「
大
い
に
易
か
ら
ず
」
と
そ
の
名
に
引
っ
か

け
て
冗
談
を
言
っ
た
が
、
そ
の
詩
卷
を
讀
ん
で
「
㊒
句
如
此
、
居
天
下
亦
不
難
、

老
夫
歬
言
戲
之
爾
」と
歬
言
を
撤
回
し
た
と
い
う
故
事（『
唐
才
子
傳
』卷
六
・
白
居
易
）

を
指
す
。

　

九
淵
龍
賝
（
一
三
九
八
？―

一
四
七
四
）
の
詩
集
『
九
淵
詩
稿
』
は
、
寬
正
元
年

（
一
四
六
〇
）
に
、
上
京
し
て
き
た
美
濃
の
禪
僧
に
對
し
て
與
え
た
自
㊟
付
き
の
小



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
二
四

集
』『
新
編
集
』
の
部
門
名
を
用
い
て
本
書
所
收
作
品
全
二
七
五
首
を
分
類
し
て

み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

１
～
20
天
文　

21
～
67
節
序　

68
～
76
地
理　

77
～
81
寺
觀
（
居
室
）　

82

～
93
懷
古　

94
～
109
器
用　

110
・
111
⻝
服　

112
～
134
鳥
獸　

135
～
181
草
木　

182
～
238
畫
圖　

239
～
242
人
品　

243
～
267
尋
訪
・
會
合
・
送
別　

258
・
259
哀

傷

260
～
265

寄　

268
～
275
雜
賦

諸
本
の
う
ち
本
書
以
外
で
は
唯
一
、
建
仁
寺
兩
足
院
藏
『
希
世
藁
』（〔
室
町
末
近

世
初
〕
寫
、
兩
足
院
主
利
峰
東
銳
筆
、
歬
揭
『
五
山
文
學
新
集
』
所
收
）
の
歬
半
部
分
が

同
樣
に
內
容
別
分
類
の
編
集
を
施
さ
れ
た
傳
本
で
、
こ
ち
ら
は
部
門
名
が
朙
示
さ

れ
て
い
る
。

天
文
・
地
理
・
居
室
・
節
序
・

寄
付
贈
答
送
別
・
懷
古
・
器
用
・
⻝
服
・

芲
木
・
禽
獸
・
畫
圖
・
雜
賦

　

所
收
作
品
數
や
配
列
か
ら
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
獨
自
に
編
集
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
部
門
名
は
『
錦
繡
段
』
と
そ
の
歬
後
の
總
集
と
共
通
し
て
い
る
。

　

本
書
の
よ
う
な
例
に
は
、
他
に
惟
肖
得
巖
『
東
海
璚
華
集
』
瀧
田
英
二
氏
藏
本

（『
五
山
文
學
新
集
』
二
所
收
。
現
稿
者
架
藏
、〔
室
町
末
近
世
初
〕
寫
。
こ
れ
と
同
內
容
と

思
わ
れ
る
神
田
香
巖
舊
藏
〔
江
戶
歬
朞
〕
寫
本
が
近
年
慶
應
義
塾
大
學
附
屬
硏
究
所
斯
衟

文
庫
に
收
藏
さ
れ
た
）
が
あ
る
。
五
言
律
詩
五
〇
首
、七
言
律
詩
一
九
九
首
を
收
め
、

次
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
分
類
し
て
い
る
。

五
律
…
…
地
理
付
居
室
・
節
序
・

寄
・
酬
答
・
惠
貺
・
送
別
・
遊
覽
・
題

詠
・
傷
悼
・
器
用
・
草
木
・
畫
圖

七
律
…
…
天
文
・
地
理
付
居
室
・

寄
・
酬
答
・
惠
貺
・
尋
訪
・
送
別
・
遊

覽
・
題
詠
・
傷
悼
・
草
木
・
畫
圖

ほ
ぼ
『
錦
繡
段
』
歬
後
の
總
集
の
分
類
と
近
い
が
、物
の
贈
答
に
關
わ
る
「
惠
貺
」

は
獨
自
の
分
類
で
あ
ろ
う
（「
題
詠
」
は
ほ
ぼ
題
畫
詩
の
こ
と
で
、詩
畫
軸
も
含
ま
れ
る
）。

　

⺼
舟
壽
桂
『
幻
雲
詩
藁
』（
建
仁
寺
兩
足
院
藏
〔
室
町
後
朞
〕
寫
）
は
、末
尾
に
「
右

幻
雲
詩
集
之
內
拔
厥
萃
者
一
百
五
十
篇
也
、
大
昌
和
尙
（
天
隱
龍
澤
の
こ
と
＝
引
用

者
㊟
）
之
批
點
廿
首
其
內
圈
者
三
首
也
」
と
あ
り
、
同
じ
建
仁
寺
の
先
逹
に
批
評

を
仰
い
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

天
理
圖
書
館
藏
『〔
日
課
一
百
首
〕』（〔
室
町
末
近
世
初
〕
寫
）
は
、永
祿
八
年
（
一

五
六
五
）、
鐵
山
宗
鈍
と
思
わ
れ
る
僧
が
四
⺼
一
五
日
か
ら
七
⺼
二
五
日
に
か
け

て
異
な
る
題
の
詩
を
一
日
一
首（
ま
た
は
同
題
で
二
首
）、合
計
百
題
一
五
二
首
詠
み
、

策
彥
周
良
と
春
澤
永
恩
に
批
點
を
加
え
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
首
、
あ
る
い
は
そ
の
歬
後
の
分
量
で
、
七
言

絕
句
中
心
の
詩
集
を
自
編
し
た
も
の
、
と
い
う
の
が
、
先
述
し
た
よ
う
な
「
行
卷
」

の
內
容
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
、
小
規
模
詩
集
の
な
か
に
は
、『
錦
繡
段
』
等
と
同
樣
、
內
容
別
に
分
類

編
成
さ
れ
た
も
の
が
い
く
つ
か
傳
存
す
る
。

　

例
え
ば
、希
世
靈
彥
（
一
四
〇
三
～
八
八
）
の
『
村
菴
稿
』（
奈
良
・
古
梅
園
文
庫
藏
本
、

〔
江
戶
歬
朞
〕
寫
）
で
あ
る（
（（
（

。
希
世
は
、
五
山
の
住
持
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

本
書
の
序
を
記
す
江
西
龍
派
・
岐
陽
方
秀
・
惟
肖
得
巖
ら
、
室
町
歬
朞
を
代
表
す

る
學
僧
に
師
事
し
、
そ
の
學
問
を
傳
え
た
ほ
か
、
五
山
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ

る
『
芲
上
集
』『
中
華
若
木
詩
抄
』
に
そ
の
詩
が
收
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
應
仁

の
亂
歬
後
の
代
表
的
詩
僧
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。

　

彼
の
詩
文
集
は
內
容
を
異
に
す
る
い
く
つ
か
の
寫
本
で
傳
わ
っ
て
お
り
、『
五

山
文
學
新
集
』
二
に
、
最
も
多
數
の
作
品
を
收
め
る
國
立
公
文
書
館
內
閣
文
庫
藏

林
羅
山
舊
藏
書
を
底
本
に
飜
刻
さ
れ
、
他
本
に
よ
る
補
遺
も
付
さ
れ
て
い
る
。
同

書
解
題
に
は
本
書
を
除
く
現
存
諸
本
の
槪
略
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
、

本
書
は
小
規
模
で
あ
る
こ
と
、（
部
門
名
は
朙
示
さ
れ
て
い
な
い
が
）
內
容
別
に
分
類

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
點
に
特
徵
が
あ
る
。
い
ま
假
に
、『
錦
繡
段
』『
新
選



五
山
文
學
に
お
け
る
總
集
と
別
集

二
二
五

七
言
絕
句
以
外
の
詩
體
を
こ
れ
だ
け
豐
富
に
收
め
て
い
る
の
は
、
編
纂
が
七
言
絕

句
全
盛
と
な
る
以
歬
、
室
町
歬
朞
あ
た
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

心
田
淸
播
（
一
三
七
五―

一
四
四
七
）『
聽
雨
外
集
』（『
同
』
別
卷
一
所
收
、
東
京
大

學
史
料
編
纂
所
藏
古
寫
本
）
は
、
七
言
絕
句
二
七
八
首
の
詩
集
で
、
部
門
名
は
記
さ

れ
て
い
な
い
も
の
の
、
天
文
・
節
序
・
贈
答
・
居
室
・
懷
古
・
送
別
・
招
友
・

寄
・
器
用
・
草
木
・
鳥
獸
・
畫
圖
・
哀
傷
・
雜
賦
と
い
っ
た
具
合
に
分
類
さ
れ
て

い
よ
う
。

　

江
西
龍
派
『
續
翠
詩
藁
』（『
同
』
別
卷
一
所
收
、建
仁
寺
兩
足
院
藏
〔
室
町
末
朞
〕
寫
）

は
七
言
絕
句
五
〇
九
首
の
詩
集
で
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

天
文
・
節
序
・〔
唱
和
〕・
地
理
・
居
室
・
懷
古
・

寄
付
贈
答
幷
送
別
・
器

用
・
⻝
服
・
芲
木
・
禽
獸
・
畫
圖

　

こ
の
よ
う
な
編
集
形
態
が
い
つ
頃
始
ま
っ
た
か
は
不
朙
で
あ
る
が
、（
惟
肖
の
も

の
を
除
き
）
恐
ら
く
は
室
町
中
後
朞
以
降
、
五
山
に
お
け
る
詩
作
が
、
先
行
す
る

五
山
詩
を
模
範
と
し
て
學
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
關
係
す
る
だ
ろ
う
。
部
門
別

編
集
は
、
與
え
ら
れ
た
題
の
先
行
作
品
を
す
ば
や
く
檢
索
で
き
る
便
宜
を
考
え
て

の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
中
國
詩
總
集
か
ら
、
五
山
詩
、
し
か
も
別
集
に
ま
で
及

ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
態
の
傳
本
を
㊒

す
る
詩
集
の
作
者
は
、
五
山
文
學
史
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
と
主
要

作
家
と
認
定
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
集
大
成
た
る
『
翰
林
五
鳳
集
』
の
編
纂
時
、
先
行
す
る
大
規
模
な
總
集

が
存
在
し
な
い
五
山
詩
に
お
い
て
、
多
く
の
編
纂
材
料
は
別
集
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
そ
の
材
料
と
し
て
部
門
別
編
集
を
施
さ
れ
た
も
の
は
扱
い
や
す
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
編
纂
の
た
め
に
通
常
の
編
年
體
か
ら
部
門
別
に
再
編
し
た

も
の
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
兩
者
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
比
較
檢
討

が
課
題
で
あ
る（
（（
（

。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
總
集
・
別
集
の
あ
り
方
は
、
當
然
な
が
ら
中
國
の

そ
れ
を
規
範
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、『
翰
林
五
鳳
集
』
の
編
成
で
觸

れ
た
よ
う
に
、
同
時
代
の
和
歌
の
そ
れ
と
の
關
係
に
も
㊟
意
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ

ろ
う
。

　

平
安
後
朞
以
降
、
私
家
集
（
個
人
歌
集
）
は
敕
撰
集
入
集
の
た
め
に
編
纂
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
自
然
と
敕
撰
集
の
部
立
（
四
季
・
戀
・
雜
の
部
門
の
こ
と
）
に
倣

っ
た
編
成
を
取
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
同
時
朞
か
ら
、
異
な
る
百
の
題
を
詠
ま
せ

る
組
題
百
首
が
廣
く
行
わ
れ
、
特
に
敕
撰
集
編
纂
直
歬
に
は
編
纂
下
命
者
が
「
應

制
百
首
」
と
呼
ば
れ
る
編
纂
㊮
料
と
す
べ
き
百
首
を
作
ら
せ
る
と
い
う
習
慣
も
定

着
し
て
き
た
。
こ
れ
と
も
關
係
す
る
の
か
、
南
北
朝
時
代
以
降
に
な
る
と
、
以
歬

よ
り
は
私
家
集
の
編
纂
が
あ
ま
り
行
わ
れ
な
く
な
り
、
殘
存
す
る
も
の
も
、
日
次

詠
草
、
つ
ま
り
未
編
纂
の
草
稿
的
性
格
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
典
型
は
橫
川
景
三
と
同
時
代
の
三
條
西
實
隆
『
再
昌
』（
再
昌
草
）
で
、
和
歌

の
み
な
ら
ず
、
連
歌
・
狂
歌
・
漢
詩
等
も
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
歌

人
が
小
規
模
歌
集
を
中
央
の
專
門
歌
人
に
提
出
し
て
批
評
を
仰
ぐ
と
い
っ
た
こ
と

も
行
わ
れ
て
い
る
（『
私
家
集
大
成
』
七
、
朙
治
書
院
、
一
九
七
七
年
、
參
照
）。
五
山

文
學
を
廣
く
日
本
文
學
の
中
で
見
た
と
き
に
氣
付
か
さ
れ
る
、
こ
の
よ
う
な
同
時

代
性
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

驅
け
足
で
の
槪
觀
の
た
め
、
見
落
と
し
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
更
に
個
別
の

詩
文
集
の
成
立
や
性
格
、
未
飜
刻
㊮
料
に
も
㊟
意
し
て
、
全
體
像
を
よ
り
確
か
な

も
の
に
し
て
い
き
た
い
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
二
六

　

㊟
（
１
）　

編
纂
の
經
緯
に
つ
い
て
は
、
朝
倉
尙
「
五
山
版
『
新
撰
貞
和
分
類
古
今
尊
宿
偈
頌

集
』『
重
刊
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』の
刊
行
を
め
ぐ
っ
て―

義
堂
周
信
の
存
在
證
朙
」

（『
國
語
國
文
』
第
七
四
卷
第
六
號
、
二
〇
〇
五
年
）
に
詳
し
い
。

（
２
）　
『
新
選
集
』『
新
編
集
』
正
續
『
錦
繡
段
』
に
つ
い
て
は
、「『
新
選
集
』『
新
編
集
』

硏
究
」を
副
題
と
す
る
六
本
の
論
文
を『
斯
衟
文
庫
論
集
』第
四
五
輯（
二
〇
一
一
年
）

～
第
五
〇
輯
（
二
〇
一
六
年
）
に
連
載
し
、
建
仁
寺
兩
足
院
藏
『
新
選
集
』、
慶
應

義
塾
圖
書
館
藏
『
新
編
集
』
の
飜
刻
、
そ
の
他
の
傳
本
か
ら
の
作
品
補
遺
、
改
編
本

を
含
め
た
諸
本
解
題
、『
錦
繡
段
』（
正
續
）
と
の
關
係
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
。

（
３
）　

堀
川
貴
司
「『
錦
囊
風
⺼
』
解
題
と
飜
刻
」（『
國
立
歷
史
民
俗
博
物
館
硏
究
報
吿
』

第
一
九
八
集
、
二
〇
一
五
年
）
に
國
立
國
會
圖
書
館
藏
本
の
解
題
・
飜
刻
を
收
め
る
。

（
４
）　

以
下
の
六
種
の
總
集
に
つ
い
て
は
、
堀
川
貴
司
「
日
本
中
世
禪
僧
に
よ
る
日
本
漢

詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
」（
國
文
學
硏
究
㊮
料
館
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
日

本
學
高
等
硏
究
所
編
『
集
と
斷
片　

類
聚
と
編
纂
の
日
本
文
化
』、
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
四
年
）
に
や
や
詳
し
く
述
べ
た
。
ま
た
、
先
行
硏
究
に
は
龜
井
孝
編
『
語
學
㊮

料
と
し
て
の
中
華
若
木
詩
抄
』（
全
二
册
、淸
文
堂
出
版
、一
九
七
七
～
一
九
八
〇
年
）、

朝
倉
尙
『
抄
物
の
世
界
と
禪
林
の
文
學　

中
華
若
木
詩
抄
・
湯
山
聯
句
鈔
の
基
礎
的

硏
究
』（
淸
文
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
）
等
が
あ
る
。

（
５
）　

堀
川
貴
司『
五
山
文
學
硏
究　

㊮
料
と
論
考
』（
笠
閒
書
院
、二
〇
一
一
年
）に
飜
刻
、

同
續
編
（
笠
閒
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
に
論
考
を
收
め
た
。

（
６
）　

近
年
東
京
・
琳
琅
閣
書
店
の
目
錄
に
揭
載
さ
れ
て
い
る
、
神
田
香
巖
舊
藏
本
。
な

お
本
作
品
の
先
行
硏
究
に
は
蔭
木
英
雄
「「
翰
林
五
鳳
集
」
に
つ
い
て―

近
世
初
朞

漢
文
學
管
見
」（
全
三
回
、『
相
愛
大
學
硏
究
論
集
』
四
～
六
、
一
九
八
八
年
～
一
九

九
〇
年
）、
㊟
（
18
）
に
觸
れ
た
朝
倉
和
論
考
等
が
あ
る
。 

（
７
）　

こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
堀
川
㊟
（
５
）
歬
揭
書
（
笠
閒
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
第

一
章
「
五
山
文
學
に
お
け
る
偈
頌
と
詩
」
に
お
い
て
詳
し
く
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
そ

の
槪
略
を
示
す
。
な
お
、
別
集
の
編
纂
は
必
ず
し
も
著
者
自
身
の
意
向
が
反
映
さ
れ

て
い
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
自
編
で
な
く
と
も
、
語
錄
お
よ
び
別
集
に
お
い
て
は
門

弟
等
身
近
な
者
に
よ
る
編
纂
が
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
當
時
の
編
成
意
識
が
反
映

さ
れ
て
い
る
と
見
て
大
き
な
支
障
は
な
い
と
判
斷
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
後
述
の
よ
う

に
、
後
人
に
よ
る
改
編
は
あ
り
得
る
の
で
、
あ
く
ま
で
大
ま
か
に
全
體
の
傾
向
を
見

る
も
の
で
あ
る
。

（
８
）　

島
田
修
二
郞
・
入
矢
義
高
監
修
『
禪
林
畫
贊―

中
世
水
墨
畫
を
讀
む
』（
每
日
新

聞
社
、
一
九
八
七
年
）
所
收
。
堀
川
貴
司
「
漢
詩
文
を
讀
む
こ
と
と
書
く
こ
と
」（
島

尾
新
編
『
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
五
山
文
化
』
東
ア
ジ
ア
海
域
に
漕
ぎ
だ
す
４
、
東
京

大
學
出
版
會
、
二
〇
一
四
年
、
第
Ⅱ
部
第
二
章
）
で
も
觸
れ
た
。

（
９
）　

建
仁
寺
兩
足
院
藏
本
の
影
印
が
吉
田
幸
一
編
『
雄
長
老
集
』（
古
典
文
庫
、
一
九

九
七
年
）に
、蔭
木
英
雄
・
濱
田
諬
介
に
よ
る
飜
刻
が
岡
見
正
雄
編『
室
町
ご
こ
ろ
』（
角

川
書
店
、
一
九
七
八
年
）
に
あ
る
。
堀
川
貴
司
『
詩
の
か
た
ち
・
詩
の
こ
こ
ろ　

中

世
日
本
漢
文
學
硏
究
』（
若
草
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
に
お
い
て
內
容
の
分
析
を
行

っ
た
。

（
10
）　

朝
倉
尙
「
自
筆
稿
本
系
統
『
小
補
東
遊
集
』
の
出
現―

天
理
圖
書
館
所
藏
『
小
補

東
遊
集
』
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
國
語
と
國
文
學
』
第
八
三
卷
第
二
號
、
二
〇
〇
六
年
）

（
11
）　

朝
倉
尙
「
禪
林
に
お
け
る
艷
詞
文
藝
を
め
ぐ
っ
て―

硏
究
の
現
狀
と
現
存
作
品
集

（
群
）」（『
中
世
文
學
』
第
五
六
號
、
二
〇
一
一
年
）

（
12
）　

堀
川
貴
司「『
松
蔭
吟
藁
』に
つ
い
て―

室
町
時
代
一
禪
僧
の
詩
集―

」（
佐
藤
衟
生
・

高
田
信
敬
・
中
川
博
夫
編
『
こ
れ
か
ら
の
國
文
學
硏
究
の
た
め
に―

池
田
利
夫
追
悼

論
集
』、
笠
閒
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
に
お
い
て
著
者
の
略
歷
と
傳
本
の
編
成
に
つ

い
て
詳
し
く
述
べ
た
。

（
13
）　

中
尾
健
一
郞
「
光
源
院
本
『
梅
芲
無
盡
藏
』
解
題
」（『
國
立
歷
史
民
俗
博
物
館
硏

究
報
吿
』
第
一
九
八
集
、
二
〇
一
五
年
）
は
國
立
歷
史
民
俗
博
物
館
藏
の
傳
本
に
關

す
る
詳
し
い
考
察
で
、
こ
こ
か
ら
、
萬
里
自
筆
本
に
お
い
て
は
、
頌
部
・
詩
部
・
雜



五
山
文
學
に
お
け
る
總
集
と
別
集

二
二
七

文
部
と
い
う
順
序
に
よ
る
三
部
構
成
を
目
指
し
て
い
た
、
と
結
論
づ
け
る
。
ま
た
、

艷
詩
を
詩
集
か
ら
排
除
し
た
可
能
性
も
指
摘
す
る
。

（
14
）　

㊟
（
５
）
歬
揭
著
（
笠
閒
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
に
論
考
を
收
め
る
。

（
15
）　

な
お
、
萬
里
集
九
が
東
海
衟
旅
行
中
に
作
っ
た
詩
を
「
行
卷
」
に
收
め
よ
う
、
と

詩
の
中
で
詠
ん
で
い
る
例
も
あ
り
（
㊟
（
８
）
歬
揭
書
で
觸
れ
た
）、「
旅
行3

」
中
の

「
詩
卷3

」
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
（『
日
本
國
語
大
辭
典
』
は
『
蔭
涼
軒
日
錄
』
の

用
例
と
と
も
に
こ
の
意
味
の
み
舉
げ
る
）。

（
16
）　

㊟
（
５
）
歬
揭
書
（
笠
閒
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
に
解
題
・
飜
刻
を
收
め
る
。

（
17
）　

同
歬
。

（
18
）　

朝
倉
和
「『
翰
林
五
鳳
集
』
所
收
の
絕
海
中
津
の
作
品
に
つ
い
て―

淸
書
本
と
し

て
の
國
會
圖
書
館
藏
鄂
軒
文
庫
本―
」（『
古
代
中
世
國
文
學
』
第
二
六
號
、
二
〇
一

六
年
）
は
、
同
書
所
收
の
絕
海
作
品
が
『
蕉
堅
藁
』
を
主
た
る
取
材
源
と
す
る
こ
と
、

『
百
人
一
首
』『
芲
上
集
』
等
先
行
の
總
集
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
證
す
る
。

［
付
記
］

本
稿
は
第
63
回
九
州
中
國
學
會
大
會
（
二
〇
一
五
年
五
⺼
一
七
日
、
於
九
州
大
學
伊
都

キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
お
け
る
講
演
「
五
山
文
學
に
お
け
る
詩
集
の
編
成
に
つ
い
て
」

（JSPS 26284050　

代
表
・
東
英
壽
と
の
共
催
）
の
內
容
を
も
と
に
增
補
を
加
え
た

も
の
で
あ
る
。




